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1. はじめに 

我々は，高温超伝導（HTS）SQUID と超音

波ガイド波を組み合わせた配管のリモート検

査技術の開発を行っている．従来の磁歪式送受

信器を用いた配管ガイド波検査技術では，管周

囲に巻き付けた誘導コイルを用いる場合，欠陥

からの反射ガイド波から軸方向位置を推定す

る．一方，SQUID は点センサであるため，配

管全周のガイド波分布を計測することで，ガイ

ド波の伝達経路や欠陥の周方向位置の推定が

できると考えた．今回，アルミ合金配管に磁歪

式送信器を貼り付けて T(0, 1)モード超音波ガイ

ド波を発生させ，管に発生したガイド波の全周

検査を試みたので報告する． 

2. 実験 

直径 90 mm，厚さ 3 mm，長さ 1.5 m のアル

ミ合金配管を用意し，磁化したニッケル薄板を

管端から 300 mm の全周に貼り付け，これにコ

イルを巻き付け，T(0, 1)モードガイド波の送信

器とした．送信器から 300 mm 離れた場所に同

様のニッケル板を貼り付け，この上に

HTS-SQUID グラジオメータをリフトオフ 7 

mm で dBx/dz 成分を計測する向きに配置した．

ガイド波由来の磁気信号計測装置の概略図を

Fig. 1 に示す．0.4 App，50kHz の 1 周期正弦波

バースト波電流を送信器に入力し，発生したガ

イド波由来の磁気信号を，受信部のニッケル上

のグラジオメータで受信した．貼り付けたニッ

ケルの両端が向かい合う場所を 180°と設定

し，幅 40 mm，長さ 5 mm の貫通欠陥を 0°の

角度で受信機から 750 mm の位置に設けた．管

を 30°ずつ回転させてガイド波計測を行うこ

とで，管全周のガイド波計測を行った．  

3. 結果 

測定結果を Fig. 2 に示す．ガイド波の入射波

T1，管左端での反射波 T2 は，全周においてお

よそ同じ振幅で計測されたが，欠陥反射波 D1

は，欠陥の存在する 0°周辺で，長く持続し振

幅の大きな波のパターンが計測された． 
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Fig.1 Schematic diagram of SQUID NDT system 
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Fig.2 All-around scan result on Al pipe with defect. 
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